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流域市町名 資料名 ページ番号

薩摩川内市 
・薩摩川内市防災ホームページ 

・市民サポーター制度 

1P 

9P 

さつま町 ・避難所の見直し、まるまち看板 11P 

伊佐市 ・風水害図上型防災訓練 12P 

湧水町 ・災害時緊急救助対策道 13p 

えびの市 
・災害危険区域に関する条例 

・よかどえびの緊急情報ブログ 
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薩摩川内市のホームページ

防災情報を選択（文字の上でクリック）

防災情報

1

薩摩川内市



地域を選択（文字の上でクリック）

2



鹿児島県雨量計
樋脇・入来・東郷・祁答院・里・上甑（甑島土木）・鹿島・下甑

防災情報
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大雨情報
検索先を選択（文字の上でクリック）

大雨情報
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大雨情報
検索先を選択（文字の上でクリック）

大雨情報
水位

雨量

検索先を選択（○，△の上でクリック）
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防災情報

台風情報
検索先を選択（文字の上でクリック）
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防災情報
検索先を選択（文字の上でクリック）

検索先を選択（文字の上でクリック）
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防災マップ

薩摩川内市のホームページ

緊急情報
・災害情報
・広報内容
・市の体制等
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                            薩摩川内市 防災安全課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市では，地域における災害応急対策時等の業務を円滑に推進するため，これまでの「市

民サポーター」を防災業務に特化し｢防災サポーター｣として地域における災害対策等の

補助など市民と協働して災害時の対応に努めることで，安全で安心して暮らせるまちづ

くりを推進します。 

防災サポーター制度の目的 

 

１ 身  分  市の嘱託員 

２ 任  期  概ね１年としますが，再任を妨げません。 

３ 業務内容（※下線が21年度から新たに追加される業務） 

  災害対策業務を行ないます。 

    ア 災害対策詰所長会議への出席 

    イ 地域防災連絡調整会議の出席(毎年５月末～６月上旬に開催) 

    ウ 防災サポーター研修会への出席 

    エ がけ地近接危険住宅調査支援業務 

    オ 防災行政無線モニター業務 

    カ 防災・災害情報の提供業務 

    キ 災害対策本部体制の第２配備から従事するとし，災害時における地区災害対策詰

所長の指示した業務 

・ 詰所，避難所の開設の補助 

・ 詰所，避難所での避難者誘導の補助 

・ 災害対策本部（支部）との連絡業務の補助 

・ 非常食等の物資配給業務の補助 

・ 災害現場の確認業務の補助 

・ 災害調査の補助 

防災サポーターの身分 

防災サポーター制度とは 
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市では防災サポーターが業務中にケガ等をした場合に備えて，民間の保険に加入して

います。 

防災サポーターの業務中にケガ等をした時の補償

 

〒 ８９５－８６５０ 

 薩摩川内市 神田町３番２２号 

 薩摩川内市 防災安全課 防災係 

 ０９９６－２３－５１１１（内線４９２１）

問合せ先 

 

 防災サポーターになるためには以下の要件が必要です。 

 ア 地区コミュニティ協議会から推薦を受けた者であること 

 イ 推薦を受ける地区に居住する者であること 

 ウ 年齢が７０歳未満で健康であること 

 エ 普通一種自動車運転免許以上の資格を有する者であること 

 オ 災害時に別の災害対策活動に従事しなければならない自治会長，自主防災組織の

長，消防団員等や地区コミ主事でない者。 

防災サポーターの要件 
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　　日時　：　平成21年1月21日（水）
　　　　　　　　　　　　9：30 ～ 16：00
　　場所　：　大口元気こころ館
　　　　　　　　　　　　（鹿児島県 伊佐市）

－－－－－－午前－－－－－－－－
１．鹿児島県伊佐市 隈元市長 挨拶
　　総務省消防庁 中村室長 挨拶
　　（財）消防科学総合センター
                     田村審議役 挨拶

２．風水害に関する座学
　　・気象等に関する講義
　　　　　　気象庁：岡田予報官

　　・河川等に関する講義
　　　　　　国土交通省：野田建設専門官

　　・風水害対応に関する講義
　　　　　　鹿児島県：三上砂防課長

－－－－－－午後－－－－－－－－
３．状況予測型図上訓練の実施

平成20年度
風水害図上訓練

①　状況予測型図上訓練（イメージトレーニング方式）　　　　…　今回実施
②　災害図上訓練DIG（Disaster Imagination Game ）（災害想像力ゲーム）
③　図上シミュレーション訓練（ロールプレイング方式）
　 の3種類の訓練の総称であり、次々に与えられる条件や情報をもとに、その場で判断し、処置する訓練のこと

図上型防災訓練とは…

　今回の訓練は、総務省 消防庁が主導する「図上型防災訓練マニュアル
研究会」により「図上型防災訓練マニュアル」作成の一環として実施してお
り、気象庁、鹿児島県、総務省、（財）消防科学総合センター、伊佐市、伊佐
湧水消防組合、さつま町等10団体、約80名が参加しました。

　川内川河川事務所は
午前中に実施された風水害
に関する座学のうち「河川
等に関する講義」を担当し、
河川に関する用語から始ま
り、平成18年7月鹿児島県
北部豪雨災害の状況及び
激特事業での水害対策等
についての講義を実施しま
した。大勢の受講生を前に講義を行う建設専門官

　また、午後からの「状況予測型図上訓練」
では、想定豪雨基本データ（豪雨発生のス
トーリー、また、雨量が記載された時刻雨
量表及び10分雨量表に大雨洪水警報等の
予警報情報が記載された資料）を基に対
応・課題を各受講生それぞれで考え、過去
の類似する豪雨での対応と照らし合わせ
評価・検証するという訓練を行いました。受
講生の方々は、実践さながらに真剣に訓練
に取り組まれ、非常に有意義な訓練になり
ました。全国で3地域のうちの1つ！
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伊佐市



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 湧水町と吉松パーキングエリア付近の位置図（川内川水系危機管理道路網（案）より） 

 

災害時緊急救助対策道 

湧水町では、災害時緊急救助対策道として高速道路の吉松パーキングエリア（沢原）

に今年 3 月までに緊急自動車用の乗り入れ口が完成します。記憶に新しい平成 18 年 7

月 22 日の水害時に見られたように、湧水町は災害時に国道等の主要道路が寸断され、災

害復旧をはじめ救援物資等の搬入ができなくなります。このため、災害時の本町と高速

道路の連続性を確保することを目的とした施設となります。 

 
【開口部規模】  

①全幅：4m ②通行可能車両：全車（12m） ③門扉：観音開き 

④構造：アスファルト舗装 ⑤延長：上り約 40m 下り約 20m 
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湧水町



 

 
図 吉松パーキングエリアにおける緊急開口部設置個所位置図 

 

緊急開口部

設置個所 

緊急開口部

設置個所 
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行

う
。

ま
た

、
出

水
時

に
お

い
て

は
、

自
宅

等
か

ら
確

認
で

き
る

周
辺

の
浸

水
状

況
を

通
報

し
て

頂
く
こ

と
で

、
浸

水
モ

ニ
タ

ー
と

し
て

の
効

果
も

期
待

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
モ

ニ
タ

ー
自

身
が

、
河

川
防

災
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

と
し

て
機

能
す

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。

河
川

防
災

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
：
日

常
的

に
は

口
コ

ミ
に

よ
る

河
川

情
報

の
伝

達
や

子
ど

も
達

へ
の

勉
強

会
を

行
う

等
、

河
川

情
報

の
啓

発
に

努
め

、
出

水
時

に
は

河
川

管
理

者
や

市
町

村
、

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

か
ら

の
情

報
等

に
基

づ
き

、
地

域
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
し

て
い

た
だ

く
方

の
総

称
。

（
モ

ニ
タ

ー
委

嘱
）
に

つ
い

て
モ

ニ
タ

ー
は

、
事

務
所

長
が

委
嘱

す
る

。
必

要
に

応
じ

、
市

町
村

等
か

ら
の

推
薦

、
公

募
に

よ
り

決
定

す
る

。
委

嘱
に

当
た

っ
て

は
委

嘱
書

を
交

付
す

る
。

ま
た

、
任

期
中

モ
ニ

タ
ー

の
都

合
に

よ
り

辞
任

あ
る

い
は

解
任

が
あ

っ
た

場
合

に
も

同
様

と
す

る
。

○
資

格
　

・
年

齢
性

別
等

：
2
0
歳

以
上

の
男

女
　

・
居

住
地

：
直

轄
管

理
区

間
沿

川
の

市
町

村
に

居
住

　
・
対

象
：
以

下
に

該
当

す
る

者
を

優
先

的
に

選
定

す
る

。
　

　
①

水
防

団
（
消

防
団

）
　

　
②

自
主

防
災

組
織

の
代

表
、

自
治

会
代

表
　

　
③

N
P

O
等

　
　

④
国

土
交

通
省

所
管

水
閘

門
操

作
人

　
　

⑤
そ

の
他

本
モ

ニ
タ

ー
制

度
の

趣
旨

を
理

解
し

積
極

的
な

活
動

の
で

き
る

方

（
モ

ニ
タ

ー
の

業
務

）
に

つ
い

て
月

に
一

度
モ

ニ
タ

ー
か

ら
事

務
所

へ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

報
告

を
す

る
こ

と
。

少
な

く
と

も
年

に
2
回

は
モ

ニ
タ

ー
会

議
を

河
川

毎
（
あ

る
い

は
事

務
所

毎
）
に

開
催

し
、

防
災

情
報

に
関

す
る

課
題

抽
出

、
改

善
案

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
河

川
管

理
者

と
モ

ニ
タ

ー
間

、
及

び
モ

ニ
タ

ー
同

士
の

間
の

交
流

を
図

る
こ

と
。

（
モ

ニ
タ

ー
会

議
の

内
容

）
に

つ
い

て
モ

ニ
タ

ー
会

議
に

お
い

て
は

、
下

記
の

内
容

を
実

施
す

る
。

・
本

制
度

の
趣

旨
・
現

在
の

防
災

情
報

の
内

容
（
水

防
警

報
、

洪
水

予
報

、
雨

量
、

水
位

、
ダ

ム
情

報
等

の
流

れ
や

入
手

方
法

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
説

明
を

行
う

。
事

務
所

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
川

の
防

災
情

報
な

ど
の

携
帯

版
ア

ド
レ

ス
に

つ
い

て
は

、
可

能
な

限
り

そ
の

場
で

ア
ド

レ
ス

の
入

力
ま

で
完

了
さ

せ
る

。
）

・
出

水
時

情
報

：
出

水
時

に
情

報
提

供
が

可
能

な
事

務
所

に
つ

い
て

は
、

携
帯

メ
ー

ル
を

通
じ

て
情

報
を

提
供

す
る

旨
説

明
・
平

常
時

情
報

：
平

常
時

に
も

情
報

提
供

す
る

旨
の

説
明

・
そ

の
他

必
要

と
思

わ
れ

る
事

項

水
防

団
が

撮
影

し
た

現
地

状
況

の
写

真
を

「
よ

か
ど

え
び

の
緊

急
情

報
ブ

ロ
グ

」に
ア

ッ
プ

で
き

、
関

係
者

間
で

情
報

を
共

有
で

き
る

国
土

交
通

省
が

試
行

す
る

河
川

情
報

モ
ニ

タ
ー

(浸
水

モ
ニ

タ
ー

)制
度

の
導

入

国
土

交
通

省
が

試
行

す
る

河
川

情
報

モ
ニ

タ
ー

制
度

の
運

用
要

領

よ
か

ど
え

び
の

緊
急

情
報

ブ
ロ

グ

＜
２

８
＞

浸
水

モ
ニ

タ
ー

制
度

の
導

入
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